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令和５年度 第２回 

 ７月 倫理・利益相反委員会 会議記録概要 

 

日 時：令和５年７月２１日（金）１５:００～１６:００ 

場 所：第１診療棟７Ｆ多目的ホール 

出席者： 委員長 豊嶋英明 

      副委員長   加知輝彦 

      委 員 八谷寛、服部一郎、福田昌子、村上健次、篠崎惠美子、平岩勝、

近藤和泉、野々川陽子 

 

出席委員数/全委員数： 10人/11人 

審議事項 

申請課題数：新規申請課題 ２件 

       

          

その他審議事項は特になし 

 

 

申請課題について 

No.1 

受付番号：1722 

課 題 名：関節リウマチ患者に対するフレイル予防プログラムの実施可能性

試験 

申 請 者：安岡 実佳子 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見

を踏まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議され

た。 

倫理審査結果：条件付き承認（修正内容の確認をもって承認とする。） 

〈条件〉 

1. 倫理指針一部改正に伴い、研究計画書及び説明書に、「研究対象者から

取得された情報について、研究対象者等から同意を受ける時点では特定

されない将来の研究のために用いられる可能性又は他の研究機関に提供

する可能性がある場合には、実施される研究及び提供先となる研究機関

に関する情報を研究対象者等が確認する方法」について、記載すること
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も必要となりましたので、対応をお願いします。 

2. 研究計画書＞「4.3.1)」の表１、説明書＞「4.」のスケジュール表にお

いて、「初期評価」の日数は「1-6」で6日間ですが、研究計画書＞「4.

3.1)」で「対象者は1～27日目は7日に1回」との記載があり、一致してい

ないので修正してください。 

3. 説明書＞「4.」において、活動量計とは何か具体的な説明を追記してく

ださい。また、どのくらい装着しているのかも追記してください。 

 

利益相反審査結果：非該当で承認 

 

No.2 

受付番号：1723 

課 題 名：健常成人を対象とした手部に対する反復末梢磁気刺激に対応する

筋収縮及び関節運動の探索 

申 請 者：加賀谷 斉 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見

を踏まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議され

た。 

倫理審査結果：承認 

 

利益相反審査結果：非該当で承認 

 

 


